
調査手法

本調査では、宇都宮市、芳賀町の居住者
を対象に、郵送による調査票配布、郵送
・Webによる回収という方式で調査を
実施しています。具体的には、対象者に
対し郵送でWebによる調査を依頼し、
一定期間後回答がなかった対象者に対して、
改めて郵送で紙もしくはWEBによる回答
を依頼する形式（Web先行方式）をとる
こととしています。

新型コロナウイルス感染症を契機とした「新しい生活様式」への転換などの社会情勢の変化や持続可能な都市構造であるネットワーク型
コンパクトシティの進展に伴い、住民の移動や活動、交通に対する実態の把握、分析に向けた「都市活動調査」に取組んでいます。

調査主体 宇都宮市・芳賀町

本体調査

経年変化を分析するための整合性に配慮しつつ、近年実施された他都市圏にお
ける既往パーソントリップ調査を参考に設定しています。また、居住者の活動
を把握するため、都市交通調査体系のあり方など国の動向も捉えた調査項目を
追加しています。
○特徴
・前回調査から、世帯票に“続柄”、“勤務開始時刻”、“世帯のガソリン・軽油

費”、“外出に関する身体的な困難さ”、“交通系ICカードの利用状況”に関す
る設問を追加

・前回調査から、個人票に“勤務場所の種類”、“同行人数”、“在宅勤務・オン
ライン授業の状況”、“オンライン会議の状況”、“自宅での育児・看護・介
護等の状況”、“デジタルコンテンツの利用状況”、“オンラインショッピン
グの利用状況”に関する設問を追加

調査圏域人口 20,150 世帯（調査対象世帯数）

都市活動調査 2022年

調査対象圏域

宇都宮市、芳賀町管内
（LRTの開業による居住者の
生活や交通に対する変化を分
析し、効果を明らかにするた
め）

調査体系

本調査では、活動の発生の主体である「人」に着目し、日常生活において、
「どんな人が、どのような方法で、どのような内容の活動をしたか」という人
の活動と、「どんな人が、どんな目的をもって、どこからどこへ、どんな交通
手段を利用して、何時ごろ移動したか」という人の動きを調査しています。
また、LRTの整備効果やNCCの実現に向けた政策の在り方を検討するため、交
通行動の変化等について評価が行えるよう調査設計を行っています。

 

世帯票、個人票 

 個人属性、自動車保有 

 1日の動き 

 都市圏居住者の 1日の動き（トリッ

プ）の把握 

〈調査票の種類〉 〈調査のねらい〉 

意識調査票 

 目的別の外出頻度 

 拠点への来訪頻度 

 LRTの整備効果やNCCの実現に向

けた政策の在り方を検討するための

交通行動等の把握 

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書 図 調査範囲

図 Web先行調査の調査フロー

表 調査の種類とねらい
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調査スケジュール

6月～7月にかけて、調査票の設計など調査物件を作成し、3ロットに分け、
9月～11月に調査票を発送しています。

意識調査

芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会で検討された「芳賀・宇都宮LRT事業に
おいて期待される整備効果項目」に含まれる項目のうち、アンケート調査で把
握可能なものを抽出して設定しています。
○調査項目
・通勤・通学での外出について

“通勤・通学の有無”、“主な交通手段の利用頻度”、“主な交通手段の所要
時間”、“主な交通手段の満足度”を把握

・私用目的での外出について
買物、通院、食事・社交・娯楽の別に“外出する頻度”、“主な目的地”、
“主な交通手段”、“所要時間”、“移動環境への不満”を把握

・送迎目的での外出について
通勤、通学、保育園・幼稚園等、習い事等、通院介護の別に“外出する頻
度”、“具体の目的地”、“自動車利用”、“負担感”を把握

・中心市街地や地域拠点への外出について
“最もよく訪れる地域拠点”、中心市街地と最もよく訪れる地域拠点の別
に“訪れる頻度”、“友人・知人と訪れる頻度”、“消費金額”、“主な交通手
段”を把握

・普段の歩行状況について
“1日平均の徒歩時間”、“1日平均の歩数”を把握

・交通手段のバリアフリーについて
“移動制約の状況”、“交通手段のバリアフリー環境への満足度”、“満足度
の理由”について把握

・居住する自治体のイメージについて
“居住する市や町が好きか”、“居住する市や町のまちなみの景観がよいと
思うか”について把握

・災害時・緊急時の移動手段について
“災害時・緊急時にも公共交通手段があれば移動ができるので安心だと思
うか”について把握

表 調査物件の発送スケジュール

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書
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標本設定の考え方

LRT沿線内外を考慮し、標本率は、4目的4手段の宇都宮市・芳賀町1.17%、
LRT沿線内2.96%と設定しています。
・目 的：通勤、通学、業務、私事の4区分が最大
・交通手段：鉄道、バス、自動車、二輪車・徒歩の４区分
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区分 構成市町 

区分１ 全域 宇都宮市（9 ゾーン）、芳賀町（1 ゾーン） 

区分２ LRT 沿線内 宇都宮市（3 ゾーン）、芳賀町（1 ゾーン） 

 

図 R4年都市活動調査ゾーン区分（全域、LRT沿線）

表 標本率・抽出率の区分

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

回収率

調査対象世帯数 20,150 世帯に対し，有効回収世帯数は 5,724 世帯であり，個
人票の回収数は 10,520，意識調査票の回収数は 7,403 となっています。有効回
収率は、世帯票が 28.4%、個人票が 25.8%、意識調査票が 19.9%となっていま
す。

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

表 有効回収率



広報の取組

調査の実施にあたっては、広報誌・Webページ等を活用し、周知活動を実施し
ています。
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図 広報うつのみや（令和4年度9月号）

図 芳賀町HP

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書



調査票

世帯票、個人票、意識調査票
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書世帯票



調査票

世帯票、個人票、意識調査票
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

個人票



調査票

世帯票、個人票、意識調査票
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

意識調査票



各種調査物件

「WEB先行」にて、依頼状、個人カード、ボールペンを配布
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

先行依頼状



各種調査物件

「WEB先行」にて、依頼状、個人カード、ボールペンを配布
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

個人カード



各種調査物件

「WEB先行」にて、依頼状、個人カード、ボールペンを配布
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

お礼景品 発送用封筒



各種調査物件

「紙媒体調査」にて、挨拶状、返信用封筒を配布
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

挨拶状



各種調査物件

「紙媒体調査」にて、挨拶状、返信用封筒を配布
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

返信用封筒 発送用封筒



各種調査物件

調査票返送期限日前後に、お礼兼督促はがきを配布
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出典：都市活動調査業務(令和5年3月) 報告書

お礼兼督促はがき


